
一
本
融
資
制
度
峡
奈
浸
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
一

一
資
咳
を
受
け
て
経
営
醐
善
し
、
事
案
を
発
展
さ
せ
よ
3
と
一

^
、
制
お
考
え
の
方
々
に
、
必
要
な
小
口
の
事
業
資
金
を
補
^

^
^
^
工
会
議
所
会
j
僻
稚
薦
で
ナ
国
d
民
金
感
公
捧
よ
り
鉦
鞄
一

^
^
融
所
中
小
企
、
業
相
談
所
ま
で
船
問
い
合
せ
く
ぜ
さ
W
。
一

,
な
◎
貸
付
対
款
▽
常
時
雇
朋
す
る
従
業
員
の
数
が
、
、
一

,
ι
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
二
人
以
下
、
,

経レノマ
有もとつもこ者業企

製
造
業
そ
の
他
で
は
五
人
以
下
の
小

企
業
者
で
あ
る
こ
と
。

マ
小
規
模
企
業
老
で
、
そ
の
経
営
内

容
が
小
企
業
と
同
様
の
実
態
に
あ
る

亀
の
0

◎
資
金
使
途
設
備
資
金
・
運
転
資
金

◎
貸
付
限
度
額
二
五
0
万
円
以
内
(
運
転
資
金
は

一
五
0
万
円
以
内
)

◎
利
率
年
七
・
号

◎
返
済
期
限
設
備
資
金
三
年
六
力
月
以
内
(
六
力

月
据
置
)
、
運
転
資
金
二
年
以
内

◎
担
保
・
保
証
人
不
要
(
信
用
保
証
協
会
の
保
証

も
V
り
ま
せ
ん
)

◎
貸
出
機
関
国
民
金
融
公
庫

i

゛

'
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
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、
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、
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、
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、
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、
ー
、
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、
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、
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、
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、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー
、
ー

女

上月

湾
会

男

U比月

計

寸

得
夾

一

▼
3
ペ
ー
ジ
に
あ
る
よ
う
に
当
所
観

光
事
業
の
一
環
と
し
て
『
奈
良
観

光
調
査
特
別
委
員
△
ξ
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
こ
の
ほ
ど
そ
の

第
一
回
の
会
合
が
開
か
れ
ま
し

ナ
▼
奈
良
と
言
え
ぱ
自
他
と
、
に
許
す

代
表
的
な
観
光
都
市
、
し
か
し
昨

今
の
現
状
を
み
る
と
き
、
そ
の
名

と
は
逆
に
曲
が
り
角
に
あ
る
と
一
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
と
の
難
局
を
打
開
す
る
と
と
も
に

建
全
な
観
光
都
市
を
目
ざ
し
て
設

置
さ
れ
元
の
が
当
特
別
委
員
会
、

メ
ン
バ
ー
も
学
織
経
験
者
、
行

政
、
業
界
と
角
方
面
か
ら
御
協
力

願
い
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
調
査
研

究
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

▼
観
光
奈
良
を
名
実
と
も
に
充
実
さ

せ
る
た
め
同
特
別
委
員
会
の
活
動

に
期
待
し
九
い
、
の
で
す
。
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金
融
相
談

税
務
・
記
帳
相
談

労
働
保
険
事
務
代
行

共
済
制
度
の
普
及

講
演
会
・
講
習
会
の
開
催

1

発
行
所

奈
良
市
登
大
路
町

部
番
地
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奈
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商
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編
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武
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第109号(昭和48年7月2日第三種郵便物認可)

第 109

沙企業を育く地域をのばす商工会議所司

奈良会議所ニュース昭和52年10月100 (毎月1回10ヨ発行)

蛋盲昼璽輩翻輩如熊輩

^^

1 9 7 フ.10

^鄭

分野凋整法成立・ー
奈良観光凋査特別委員会開く
議貝懇、灸壬>開く、・・・ーー・
中小企業庁だより
鍍員異動一
「経営者は休力で勝負する」
企業経営のカンどころ
通行量調査まとまる
おto)ノ、ミ・一三>
゛、,

J【:.、

求職者情報・・・・・
主要経済指標一・

第109号(第三種郵便物認可)
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124.4

ますます充実ノ

494

889

118

462

2,208
372

J ^凡゛"

、、、^▲

327

547

100

451

1,917
308

則年比
(%)

△ 9.9
△ 24.3
△ 7.2
17.4

6.フ

38.

U年伺月
0.5

-12 -

上昇率
対前年同

新規求人数

金額

奈良一法隆
寺一西ノ京

亀与4

^

n o^1'ムシ

奈良

乗客

゛モ

摘要

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

商工会議所の事業

捗1、ご之,

^詞都
,キ

、埒

奈良会議所ニュース 昭和52年10月10日(毎月1回10日発行)

4.ー

"

、、ム

風
゛

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

奈良県倒産状況 8月

1面麺更

専門相談室

法律相談

経営相談

経理・税務相談

特許相談

金融相談

件数

前年伺月

帝国
興信所

(内整理を含を負債1,000万円以上)
乗客数(8月)

6億3,000万円

5億8,000万円

10:00~12:00

13:00~15:00

13:00~15:00

13:00~15:00

9:00~17:00

IjD垂E

当所では会員サービスの一環として専門相
談室を設けて浦ります。
お気軽にご利用ください。なお利用される
方は事前(前日可)に当所までビ連絡くださ
い。

月別~＼~＼乗客

9億5,600万円

奈良市消費者物価指数

国鉄奈良駅

総合

114.8

(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

奈良交通名所めぐり

475,376

-0.9

奈良公園

7月

114.6

502,759

-0.2

5,904

6.1

食料

乗

12,163

職業紹介状況(8月)
(学卒パートを除く)

5.8

109.3

客

住居

2,582

112.8

108.5

月間有効求ノ、数

光熱

4,510

(昭和50年=10の

区分

新規求職老数

Ⅱ6.フ

113.1

被服

月間有効求職者数

有効求人倍率

111.4

116.フ

雑費

,ノ、、

124.4

821

1,436
218

913
4,125
680

0.35

111.8

(総理府統計局)

(奈良職業安定所)
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近
年
に
お
け
る
内
外
の
経
済
環
境
の
変
化
等
を
背
景
と
し
て
、
相
当
数
の
中

小
企
業
が
営
む
事
法
の
分
野
に
お
い
て
大
企
業
が
事
業
の
開
始
等
を
行
う
こ
と

に
関
し
、
乍
業
活
動
の
調
整
に
関
す
る
問
題
が
生
ず
る
事
例
が
増
加
し
て
き
て

0

い
るこ

の
よ
う
な
状
況
に
対
処
し
、
中
小
企
業
の
事
業
活
動
の
機
会
を
適
正
に
確

保
す
る
た
め
、
中
小
企
業
と
大
企
業
と
の
間
に
生
ず
る
事
業
分
野
を
め
ぐ
る
調

整
問
題
に
つ
い
て
行
政
が
積
極
的
に
対
応
し
、
大
企
業
の
事
業
活
動
を
調
整
す

る
制
度
を
設
け
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
「
中
小
企
業
の
事
業
活
動
の
機
会
の
確

保
の
た
め
の
大
企
業
者
の
事
業
活
動
の
調
整
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ

た
。
(
昭
和
五
二
年
五
月
二
七
日
成
立
。
九
月
施
行
)

③
今
回
の
法
制
度
は
、
以
上
の
経
緯

◎
経
緯
及
び
背
景

と
背
景
の
下
に
中
小
企
業
政
策
審

①
中
小
企
業
と
大
企
業
と
の
問
の
い

議
会
の
意
見
具
申
に
基
つ
き
政
府

わ
ゆ
る
事
業
分
野
の
調
整
問
題
は

が
提
案
し
、
国
会
修
正
を
加
え
て

中
小
企
業
の
事
業
活
動
の
機
会
の

適
正
な
確
保
を
図
る
た
め
、
大
企
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

業
の
事
業
活
動
を
調
整
し
よ
う
と
◎
法
律
の
概
要

こ
の
法
律
は
、
中
小
企
業
者
の
経

す
る
も
の
で
あ
る
。

営
の
安
定
に
悪
影
響
を
及
ぽ
す
お

②
近
年
、
経
済
成
長
の
減
速
化
な
ど

内
外
の
経
済
環
境
の
変
化
等
を
背
そ
れ
の
あ
る
大
企
業
者
の
事
業
の

景
と
し
て
、
大
企
業
の
事
業
活
動
開
始
又
は
拡
大
に
関
し
、
主
務
大

臣
が
一
般
消
費
者
等
の
利
益
の
保

を
め
ぐ
る
紛
争
事
例
の
発
生
が
増

護
に
配
慮
し
つ
つ
、
審
議
会
の
意

加
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
状
況
の

見
を
聴
い
て
勧
告
に
ょ
り
、
そ
の

下
で
、
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た

め
の
新
た
な
法
制
の
確
立
が
各
方
事
業
活
動
の
機
会
を
適
正
に
確
保

す
る
仕
組
み
を
定
め
た
も
の
で
あ

面
か
ら
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な

る
。

0
ナ

9
月
か
ら
施
行

,

①
本
法
に
基
つ
く
調
祭
行
わ
れ
る

九
め
の
要
件

要
件
1

相
当
数
の
中
小
企
業
者
と
「
大

企
業
」
と
の
間
に
、
事
鷺
動
の

調
整
に
関
す
る
問
題
が
生
じ
て
い

る
こ
と
0

要
件
2

相
当
数
の
中
小
企
業
名
の
利
益
を

正
当
に
代
表
し
う
る
中
小
企
業
団

体
に
ょ
り
調
整
の
申
出
を
行
う
こ

と要
件
3

大
企
業
の
行
う
事
業
が
、
小
売
業

そ
の
他
本
法
の
適
用
除
外
と
な
る

事
業
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

(
注
、
適
用
外
業
種
と
は
①
小

売
業
者
②
そ
の
他
の
業
種
へ
政

令
で
指
定
す
る
こ
と
に
な
る
が

特
定
の
運
輸
事
業
の
よ
う
に
事

業
の
開
始
や
拡
六
が
免
許
、
認

可
制
な
ど
に
ょ
り
需
給
調
整
の

観
点
か
ら
チ
エ
ッ
ク
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
)

②
本
法
に
基
つ
く
調
整
の
手
順

手
順
1

前
記
①
に
ょ
り
中
小
企
業
団
体
の

調
整
の
申
出
が
あ
「
た
と
き
は
、

主
務
大
臣
は
必
要
な
実
態
調
査
を

行
い
、
事
案
を
中
小
企
業
分
野
等

調
整
審
議
会
に
付
議
す
る
。

手
順
2

主
務
大
臣
は
、
大
企
業
の
進
出
が

差
し
迫
っ
て
い
る
場
合
に
は
中
小

傘
分
野
等
器
審
議
会
の
意
見

を
聴
い
て
、
調
整
勧
告
前
の
」
黒

の
措
置
と
し
て
進
出
の
一
時
停
止

を
勧
告
す
る
。

手
順
3

中
小
企
業
分
野
等
器
審
議
会
は

主
務
大
臣
が
付
着
L
た
案
件
に
つ

い
て
申
出
団
体
、
進
出
大
企
業
、

一
般
消
費
者
等
の
意
見
を
聴
い
て

主
務
大
臣
が
執
る
べ
き
調
整
措
置

の
内
客
に
関
し
、
主
務
大
臣
暑

申
す
る
。

手
順
4

主
務
大
臣
は
、
中
小
企
業
分
野
等

調
整
審
議
会
の
答
申
を
尊
重
し
て

大
企
業
に
対
し
、
調
整
勧
告
を
行
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斤戸

主
務
大
臣
は
、
調
整
勧
告
を
行
っ

た
と
き
は
、
中
小
企
業
分
野
等
調

整
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
申
出

を
し
た
中
小
企
業
団
体
に
対
し
て

中
小
企
業
者
の
事
業
活
動
の
改
善

の
た
め
の
方
策
を
示
し
て
必
要
な

指
導
を
行
う
。

手
順
6

主
務
大
臣
は
、
認
正
勧
告
を
受
け

た
大
企
業
者
が
勧
告
に
従
わ
な
い

と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
。

ま
た
、
勧
告
違
反
に
ょ
り
中
小
企

業
の
利
益
が
著
し
く
害
さ
れ
る
場

合
に
は
、
勧
告
事
項
の
遵
守
を
大

企
業
に
命
ず
る
。

曲
か
り
角
に
立
つ
奈
良
観
光
を
再

検
討
し
、
今
後
の
方
向
を
見
出
す
指

針
と
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
奈
良

観
光
調
査
特
別
委
員
会
の
第
一
回
の

会
合
が
九
月
十
四
H
、
当
所
四
階
ホ

ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
内
田
県
立
短
期
大
学
学

長
ら
学
識
経
験
者
を
始
め
、
行
政
、

業
界
関
係
者
ら
二
十
名
が
出
席
、
ま

(

子
入

璋
正

田
田

イ

ず
、
同
委
員
会
の
委
員
長
に
内
田
県

短
大
学
長
、
副
委
員
長
に
開
高
当
所

副
会
頭
を
選
任
し
た
後
現
地
点
で
の

問
題
点
や
将
来
の
展
望
等
に
つ
い
て

意
見
発
表
が
な
さ
れ
た
。

当
日
の
意
見
発
表
岩
に
ょ
る
と
全

体
的
に
奈
良
市
観
光
の
将
来
に
つ
L

て
楽
観
的
な
み
か
た
は
少
な
く
、
現

状
の
ま
ま
で
は
変
退
を
統
け
る
と
の 一、、

奈
良
観
調
査
特
別
委
員
会
委
員

(
敬
称
朧
不
同
)

合
奈
良
支
部
長
)
・
神
箸
和
男
(
奈

学
識
経
験
者

委
員
長
内
田
穣
吉
(
奈
良
県
立
良
市
飲
食
商
協
伺
組
合
理
事
長
)

短
期
大
学
学
長
(
・
木
征
一
(
奈
・
大
江
章
雄
倉
本
交
通
公
社
奈

良
教
育
大
学
教
授
)
'
三
讃
一
良
支
店
支
店
長
)
・
水
谷
嘉
六
(
当

(
奈
良
県
立
短
甥
大
学
教
授
)
聖
芸
部
会
部
会
長
)
・
岡
本
栄

、

由
比
凌
(
奈
良
県
立
短
期
大
学
一
(
当
所
商
業
小
売
部
会
部
会
長
)

教
授
)
・
扇
田
信
(
査
女
子
大
・
工
藤
良
任
(
般
若
寺
住
職
)

学
教
授
)
・
原
田
兵
次
郎
(
奈
良
梅
木
春
和
(
奈
良
漢
国
神
社
宮
司
)

市
百
楽
園
町
)

松
岡
泰
夫
(
奈
良
青
年
会
議
所

行
政
関
係
者

代
表
)

和
田
元
二
(
奈
良
県
観
光
課
課
長
)
・
副
委
員
長
開
高
覚
(
当
所
副

桐
木
弘
(
奈
良
市
観
光
商
工
課
会
頭
)
・
小
谷
武
芳
(
当
所
専
務

課
長
)
・
高
山
暹
治
(
奈
良
市
企
理
事
)
・
大
東
善
治
(
当
所
観
光

部
会
長
)
・
西
田
誠
宏
(
当
所
観

画
課
課
長
)

光
副
部
会
長
)
・
浅
田
国
荘
(
当

業
界
及
び
関
係
者

松
岡
太
郎
(
奈
良
市
観
光
協
会
奈
所
観
光
副
部
会
長
)
・
谷
井
愽
(
当

良
物
産
協
会
会
長
)
・
金
田
芳
文
所
観
光
副
部
会
長
)
・
箸
尾
達
哉

(
蚕
県
旅
館
環
境
衛
生
同
業
組
(
当
所
観
光
副
部
会
長
)

意
見
が
大
半
を
占
め
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
よ
り
緊
密
な
施

策
を
講
ず
る
た
め
専
門
委
員
会
を
組

織
す
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
第
一
段
階

一

.

2

、

内
田
疑
学
長
を
招
き

議
員
懇
談
会
開 ((

と
し
て
観
光
客
等
か
ら
性
別
、
年
令

観
光
場
所
、
宿
泊
の
有
無
籍
黨

の
事
項
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
開
査

を
実
施
t
る
こ
と
に
な
っ
た
。

タソ
ι

当
面
の
当
所
事
業
報
告
と
議
員
相

互
の
懇
親
を
図
る
議
員
懇
談
会
が
去

小
林
近
東
、

る
九
月
二
十
一
日
、

開
高
各
副
会
頭
ら
四
十
八
名
が
出
席

し
、
奈
良
ホ
テ
ル
本
館
に
霜
い
て
開

催
さ
れ
た

懇
談
会
に
先
立
ら
、
長
年
に
力
た

り
当
所
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
細
田
義

雄
常
議
員
に
日
商
会
頭
か
ら
の
感
謝

状
伝
達
式
が
奔
さ
れ
、
引
統
き
当

面
の
事
業
等
(
①
議
員
異
動
1
鵠
奧

村
組
奈
良
営
業
所
・
新
沼
田
新
平
氏

旧
鍵
谷
厳
氏
・
②
奈
良
商
工
会
議

所
青
年
部
設
立
と
会
員
の
推
せ
ん
③

奈
良
観
光
調
査
特
別
委
員
会
の
発
足

④
奈
保
団
地
の
所
有
権
移
転
完
了
⑤

会
員
増
強
大
作
戦
の
状
況
)
に
つ
き

事
務
局
及
び
関
係
者
よ
り
報
告
さ
れ

一
同
了
承
し
た
。

.

、

ー
ー

リ

条

J
見 あ

る
。
こ
の
ま
ま
で
は
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ソ
ス
な
ど
衰
退
嘉
詞
る
国
と

伺
じ
よ
う
に
没
落
し
て
し
ま
う
危
険

性
が
あ
る
。
"
浪
費
は
美
徳
"
と
い

う
現
在
の
既
成
概
念
を
拾
て
去
る
と

と
、
に
、
世
界
経
済
と
の
協
調
深

め
て
い
く
こ
と
が
日
本
羅
済
を
救
う

道
で
あ
る
」
と
低
迷
を
統
け
る
日
本

経
済
の
危
機
を
訴
え
、
今
後
多
方
面

に
わ
た
る
抜
木
的
な
経
済
政
策
の
推

進
を
強
調
し
た
。

ノ
＼

,
J
 
-

一

Y
阜

統
い
て
、
同
懇
鑒
の
講
師
と
し
叉

て
招
い
た
奈
艮
県
立
短
期
大
学
の
内
一

田
穣
吉
賃
に
ょ
る
「
需
と
社
会

の
流
れ
」
と
し
う
テ
ー
マ
で
罷
濱

会
に
入
0
た
。

や
、
日
本
経
済
は
、
前
世
紀
に
み
ら

れ
た
長
期
不
況
の
状
態
と
伺
じ
状
態

つ
ま
り
世
紀
末
現
象
を
程
し
つ
つ

、

夫
徒
、

一
、
ノ
、

1峡
翻
'

写
、叉

J

一
.
1

一
.

5

壇
上
に
立
っ
た
内
里
長
は
「
今
品

、

゛

,

▲

J

f

1

嶋
゛
,
.

デ

郭

、

、

.

、

、

一
.

手
順
5

電
電
電

J

予

←

一

1

.

γ
1

一

、

イ

、
、

両
●
■

驫
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エ
マ
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て
t
1

小
売
問
題
懇
談
会を

設
置

小
売
商
業
は
、
我
が
国
経
済
に
お

い
て
本
ノ
f
ば
役
割
を
果
し
て
い
る
が

そ
の
内
部
畢
細
性
非
能
率
性
等

の
問
題
を
持
っ
て
い
る
竺
寸
、
今
後
克

服
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が

多
い加

え
て
、
最
近
で
は
ス
ー
。
ハ
ー
等

の
大
瓣
舗
の
進
出
を
め
ぐ
っ
て
の

紛
争
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
小

売
商
業
活
動
調
整
の
強
化
の
要
求
が

強
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
第
八

十
通
常
国
会
で
は
中
小
企
業
分
野
確

保
法
、
小
売
商
業
調
整
特
別
措
置
法

の
一
部
改
正
法
の
審
議
に
あ
た
っ
て

大
規
模
小
売
店
舗
法
、
小
売
商
業
調

整
特
別
措
置
法
等
に
つ
い
て
基
本
的

検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
中
小
小
売

業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
施
策
を
講

ず
べ
き
旨
の
決
議
が
行
わ
れ
た
。

か
か
る
情
勢
に
か
ん
が
み
、
学
識

経
験
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
小
売
問
題

懇
談
会
を
設
置
し
、
安
定
経
済
成
長

下
に
お
け
る
中
小
小
売
業
の
あ
り
方

を
ふ
ま
え
、
そ
の
振
興
調
整
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
、
の
と
t
る
。

゛
ー
ー
゛
゛
゛
,
,
1
j

り

小
売
問
題
懇
談
会
は
、
座
長
以
下

八
名
で
構
成
し
、
昭
和
五
十
二
年
七

月
十
四
日
か
ら
発
足
し
、
適
当
な
時

期
に
関
係
者
か
ら
意
見
を
聞
く
こ
と

と
す
る
。

状
に
あ
る
が
、
中
小
企
業
振
興
誕

団
の
行
う
従
来
の
高
度
化
資
金
融
資

は
、
こ
れ
ら
未
組
織
の
零
細
小
売
商

業
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
活
用
が
困

難
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
改
正
は

こ
の
よ
う
な
零
細
な
小
光
商
叢
右
等

が
非
近
代
的
な
地
域
環
境
経
営
形

態
の
下
で
分
散
的
に
取
り
残
さ
れ
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
地
方
公
共
団
体

等
の
誘
導
に
ょ
り
、
こ
れ
ら
事
業
者

を
一
つ
の
建
物
に
集
団
化
さ
せ
、
経

営
形
態
の
近
代
化
、
小
売
機
能
の
集

積
に
ょ
る
販
売
力
の
強
化
を
図
る
た

め
、
小
売
商
業
店
舗
共
同
利
用
事
業

を
創
設
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
六
回
京
・
津
・
奈
商
議
所

'

合
同
懇
談
会
開
く

よオ

開
催
さ
れ
た
。

同
懇
談
会
に
は
、
各
会
議
所
建
設

1
業
部
会
の
部
会
長
ら
関
係
者
ら
五

十
数
名
が
出
席
、
部
会
活
動
及
び
業

界
に
お
け
る
諸
問
題
に
つ
し
て
活
発

な
音
見
が
交
換
さ
れ
た
。

ま
た
、
席
上
次
回
開
催
地
を
大
津

と
決
定
し
、
当
日
の
日
程
を
終
了
し

た
。昭

和
五
十
一
年
度

中
小
企
業
セ
ミ
ナ
ー

御
案
内

中
小
企
業
振
興
事
業
団
で
は
、
高

度
化
辨
業
に
関
心
の
あ
る
方
を
は
じ

め
広
く
中
小
企
業
経
営
者
を
対
象
に

第
二
回
中
小
<
止
業
七
ミ
ナ
ー
を
次
の

要
項
で
開
催
す
る
。

詳
細
は
中
小
企
業
振
興
事
業
団
総

務
部
広
報
課
(
0
三
1
五
八
四
1
0

三
五
じ
ま
で
。

開
催
日
時

昭
和
五
十
二
年
十
月
十
九
日

1
十
月
二
十
一
日
ま
で

会
場
及
び
宿
泊
先

ホ
テ
ル
レ
ー
ク
ビ
ワ

(
滋
賀
県
守
山
市
び
わ
潮
大
橋

東
畔
)

参
加
申
込
先

県
商
工
課

受
講
料

非
近
代
的
な
地
域
環
境
経
営
形

熊
下
に
あ
る
零
細
な
小
売
商
業
者
等

に
船
い
て
は
、
地
域
住
民
の
二
ー
ズ

の
多
様
化
に
対
処
す
る
た
め
、
店
舗

等
の
整
備
や
経
営
の
近
代
化
を
図
る

こ
と
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
経
営
能
力
、
資
金
力

と
も
に
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
自
主
的

組
織
化
を
図
り
、
高
度
化
に
と
り
く

ん
で
い
く
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
現

〒

黛

典
袖
嚇
、
,
,

、

"
、
゛

凡

誓
.

一
＼

,唖
、

、
乢

一
一
.
、
、
一
' 、

J

侵

、
、
,
、
一

一

国
は
、
「
官
公
需
に
つ
い
て
の
中

小
企
業
者
の
受
注
の
確
保
に
関
す
る

法
律
」
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

毎
年
こ
の
時
期
に
公
表
す
る
.
こ
と
に

し
て
船
り
ま
す
が
、
昭
和
五
十
二
年

度
の
方
針
が
七
月
二
0
日
閣
議
決
定

さ
れ
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

一
、
中
小
企
業
向
け
契
約
目
標

昭
和
五
十
二
年
度
に
お
け
る
国
等

の
契
約
の
う
ち
、
中
小
企
業
向
け
契

約
の
金
額
が
約
二
兆
六
六
-
0
億
円

と
な
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
金
額
は
、
国
に
つ
い
て
約
一

兆
三
六
一
八
億
円
、
公
社
公
団
等
に

つ
い
て
は
約
一
兆
二
九
七
二
億
円
と

す
る
。

ニ
、
中
小
企
業
者
の
受
注
機
会
の
増

大
の
た
め
の
措
置

国
等
は
、
前
年
度
ま
で
の
中
小
企

業
者
に
関
す
る
国
等
の
契
約
の
方
針

、

門
●
』
、

京
都
、
大
津
、
奈
良
の
各
会
議
所

建
築
工
業
部
会
の
合
同
懇
談
会
が
八

月
二
十
六
日
、
奈
良
ホ
テ
ル
別
館
で

J
 
¥
J

、

゛
、
、

国
等
の
契
約
の
方
針

、
'
.
、
、
、

.計
十
言
畠
=
ロ

設

設

.

谷
Y
桝

.
、

」

゛
、
、
、

"

、
凡

、
.
阿
,
'
縫

,
昆
.

¥
'
凱
、

ぞ
r

f

」
J

な
J

、

J

奈

に
定
め
ら
れ
た
措
置
に
つ
い
て
、
一

層
の
徹
底
を
図
る
も
の
と
し
、
特
に

昭
和
五
十
二
年
度
に
つ
い
て
は
、
汰

の
措
置
を
強
力
に
推
進
す
る
も
の
と

す
る
。

①
中
小
企
業
官
公
需
特
定
品
目
の
発

注
情
報
の
提
供
及
び
発
注
の
増
大

国
等
は
、
中
小
企
業
官
公
需
特
定

品
目
(
織
物
、
外
衣
、
下
着
類
、
そ

の
他
の
繊
維
製
品
、
家
具
、
機
械
す

き
和
蔽
、
印
刷
、
潤
滑
油
及
び
事
務

用
品
)
に
関
す
る
発
注
計
画
を
作
成

し
、
引
き
続
き
、
中
小
企
業
団
体
中

央
会
等
を
通
じ
当
該
発
注
計
画
に
関

t
る
情
報
を
中
小
企
業
者
に
提
供
す

る
と
と
も
に
、
努
め
て
中
小
企
業
者

に
受
注
機
会
を
与
え
る
よ
う
配
慮
す

る
、
の
と
す
る
。

②
国
等
は
、
競
争
入
札
参
加
資
格
者

の
審
査
に
つ
い
て
、
申
請
書
類
の
様

無
料

宿
泊
費
及
び
交
通
費

参
加
者
負
担

(
宿
泊
費
一
六
、
五
0
0
円
)

(

式
の
統
一
化
及
び
簡
素
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、
各
省
各
庁
等
に
お
い
て

本
省
、
外
局
、
地
方
支
分
局
等
の
う

ち
同
一
の
基
準
を
適
用
し
て
い
る
機

関
に
つ
い
て
は
、
一
の
機
関
に
お
け

る
審
査
結
果
を
他
の
機
関
に
お
い
て

も
活
用
す
る
な
ど
申
請
手
続
の
簡
素

化
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

③
指
名
競
争
契
約
に
お
け
る
受
注
機

会
の
増
大

①
国
等
は
、
物
品
の
調
達
等
を
指

名
競
争
に
ょ
っ
て
行
お
う
と
す
る

際
は
、
極
力
同
一
資
格
等
区
分
内

の
者
に
ょ
る
競
争
を
確
保
す
る
な

ど
し
て
、
中
小
企
業
者
の
受
注
機

会
の
増
大
を
図
る
。

②
特
に
中
小
工
事
等
に
係
る
発
注

及
び
中
小
企
業
官
翁
特
定
品
目

に
係
る
発
注
に
当
た
っ
て
は
、
で

き
る
限
り
中
小
企
業
者
(
共
同
企

業
体
等
を
含
む
)
を
指
名
す
る
な

ど
、
特
段
の
配
慮
を
払
う
、
の
と

す
る
。

③
国
等
は
、
物
品
の
調
達
等
を
指

名
競
争
に
ょ
っ
て
行
N
う
と
す
る

際
は
、
物
品
の
調
達
等
の
事
情
に

応
じ
中
小
企
業
者
が
準
備
で
き
る

よ
う
指
名
か
ら
入
礼
ま
で
の
期
間

を
確
保
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。

④
分
割
発
注
の
推
進

国
等
は
物
品
等
の
発
注
に
当
た
っ

て
、
数
量
面
又
は
工
程
面
等
か
ら
み

て
分
割
し
て
発
注
t
る
こ
と
が
で
き

'
、

4

(

る
か
ど
ぅ
か
を
十
分
検
討
し
、
可
能

な
限
り
分
割
発
注
を
行
う
よ
う
努
め

る
も
の
と
t
る
。

⑤
地
方
支
分
部
局
等
の
契
約
限
度
額

の
引
上
げ

国
等
は
、
地
方
支
部
局
等
の
契
約

限
度
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
ょ
り

地
方
に
溌
け
る
中
小
企
業
者
の
受
注

機
会
の
増
大
に
資
す
る
も
の
と
す

る
。⑥

中
小
建
設
業
者
に
対
す
る
配
慮

国
等
は
、
右
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ

か
、
中
小
建
設
業
者
を
取
り
巻
く
現

下
の
経
済
情
勢
等
に
か
ん
が
み
、
中

小
建
設
業
者
に
対
し
特
段
の
配
慮
を

払
い
、
そ
の
受
注
機
会
の
増
大
に
努

め
る
も
の
と
す
。

⑦
中
小
企
業
者
の
自
上
的
努
力
の
助

長国
等
は
、
官
公
需
の
受
注
黒
欲

的
な
中
小
企
業
者
の
受
注
能
力
の
向

上
に
資
す
る
よ
う
中
小
企
業
者
の
相

談
に
応
じ
必
要
な
指
導
に
努
め
る
も

の
と
す
る
等
右
記
目
標
額
及
び
措
置

に
つ
い
て
の
方
針
の
一
層
の
普
及
及

び
徹
底
を
図
る
こ
と
と
し
、
ま
た
国

等
の
地
方
支
部
局
等
に
お
い
て
も
官

公
需
確
保
対
策
地
方
推
進
協
議
会
の

運
営
等
に
ょ
り
地
方
の
実
情
に
即
し

て
中
小
企
業
者
の
受
注
機
会
の
増
大

を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。中

小
企
業
者
は
出
来
る
か
ぎ
り
官

公
需
契
約
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
望

み
ま
t
。

、
む
し
、

才
レ
で
グ
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残
暑
は
、
ま
だ
残
っ
て
い
る
が
、

朝
夕
は
め
っ
き
り
涼
し
さ
を
%
ぼ
え

る
。
こ
れ
か
ら
美
り
の
秋
'
を
む

か
え
る
わ
け
だ
。
四
十
代
は
、
ま
さ

に
人
生
の
秋
で
あ
る
。
若
い
つ
も
り

で
い
て
も
、
老
化
は
し
の
び
ょ
っ
て

い
る
。
"
め
・
は
・
ま
ら
"
の
衰
ろ

え
1
目
は
遠
く
な
り
、
歯
も
ぐ
ら
つ

き
、
セ
ッ
ク
ス
も
多
少
と
、
不
加
意

に
な
る
ー
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
昔

か
ら
。
四
十
二
の
厄
年
'
と
い
わ
れ

大
病
に
か
か
る
年
代
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
か
ら
が
、
ま

さ
に
働
き
ざ
か
り
で
あ
る
の
だ
。

と
こ
ろ
が
調
子
づ
く
ま
ま
に
、
車

の
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
る
こ
と
は
危
険

で
あ
る
よ
う
に
、
仕
事
に
追
わ
れ
つ

き
合
い
に
追
わ
れ
て
、
気
ぱ
か
り
使

つ
て
い
る
と
 
0
マ
ネ
ー
、
シ
ャ
ー
病
'

(
経
営
者
病
)
に
か
か
る
こ
と
に
も

な
る
。
主
な
病
状
は
、
疲
労
、
不

眠
胃
腸
の
雨
、
心
臓
の
ド
キ
ド

キ
な
ど
。

若
く
見
え
、
若
い
と
感
じ
て
い
る

人
で
も
、
人
問
四
十
と
も
な
る
と
、

多
小
と
も
老
眼
か
あ
ら
わ
れ
、
知
ら

ず
知
ら
ず
に
、
本
や
新
聞
を
遠
ざ
け

て
見
る
よ
う
に
な
る
。
歯
も
ぐ
ら
つ

き
だ
す
。
性
生
活
も
'
思
の
ま
ま
"

で
な
く
な
る
。
昔
か
ら
『
め
・
は

ま
ら
』
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

ま
た
、
外
見
も
、
白
髪
は
げ
、

し
わ
が
目
立
っ
て
く
る
。
こ
の
。
老

い
の
し
る
し
0
 
の
あ
ら
わ
れ
る
の
は

個
人
差
が
あ
り
、
ま
た
、
外
見
と
内

容
と
は
か
な
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い

の
で
あ
る
。

た
と
え
ぱ
太
っ
て
い
て
、
皮
膚
の

つ
や
も
よ
く
、
毛
も
豊
か
で
あ
っ
て

シ
ワ
、
ほ
と
ん
ど
な
い
、
と
い
う
人

で
も
、
動
脈
硬
化
が
つ
よ
く
、
血
圧

は
高
く
、
糖
尿
が
出
る
、
ち
ょ
つ
と

体
を
動
か
せ
ぱ
す
ぐ
疲
れ
て
し
ま
う

と
い
う
場
合
が
あ
る
。

こ
の
頃
は
、
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ

の
人
が
少
な
く
な
い
が
、
ー
こ
の

血
色
が
よ
く
、
艷
や
か
で
、
見
る
か

ら
に
健
康
そ
の
も
の
、
と
昔
は
い
っ

た
も
の
だ
が
ー
そ
れ
は
と
の
ご
ろ
で

は
力
し
ろ
血
圧
、
脳
卒
中
、
心
臓
卒

中
の
看
板
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

一
般
に
、
中
年
に
な
る
と
筋
肉
と

神
経
の
反
応
力
は
に
ぶ
0
て
く
る
も

の
で
あ
る
。
だ
が
、
精
神
の
総
合
力

は
、
六
十
歳
く
ら
い
の
と
こ
ろ
が
最

高
で
あ
る
と
い
う
(
ス
ト
ラ
ッ
ツ

ス
テ
ィ
ー
グ
リ
ッ
ツ
博
士
ら
の
「
身

心
の
諸
機
能
の
変
化
」
)
0

た
と
え
ぱ
生
殖
機
能
は
四
十
く
ら

い
で
が
た
お
ち
に
な
る
(
女
性
で
は

月
経
が
小
ノ
な
く
な
り
間
遠
く
な
る

の
だ
が
、
性
欲
は
む
し
ろ
高
ま
る
も

の
で
あ
る
(
女
性
で
は
月
経
が
止
ま

つ
て
か
ら
十
年
間
、
性
的
能
力
は
高

い
位
置
に
あ
る
)
。
こ
れ
は
、
つ
ま

り
性
に
は
、
精
神
的
な
作
用
が
大
き

く
関
係
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

運
動
能
力
に
お
い
て
も
、
筋
や
神

経
の
反
応
そ
の
、
の
は
多
少
に
ぶ
く

な
っ
て
も
、
精
神
的
な
も
の
で
、
そ

の
に
ぶ
さ
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
わ

富
奈
T
 
本
奈
T

中
小
企
業
診
断
士

井
上
誠
逸

.
雰
山

.
・
 
J
、
一
・

け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
運
動
能
力
で

は
精
神
的
要
素
か
大
き
い
ウ
エ
イ
ト

を
し
め
る
の
で
あ
っ
て
、
精
神
的
能

力
も
体
の
一
部
と
老
え
て
ょ
い
わ
け

で
あ
る
。

「
筋
肉
は
、
適
度
に
使
う
と
発
達

し
、
使
わ
な
い
で
い
る
と
萎
縮
し
て

弱
っ
て
ゆ
く
。
だ
が
、
使
い
す
ぎ
る

と
破
綻
す
る
」
と
い
う
の
は
、
有
名

な
ル
ー
の
原
則
で
あ
る
。
こ
の
原
則

は
、
筋
肉
以
外
の
他
の
す
べ
て
の
臓

器
(
神
経
、
心
臓
、
脳
そ
の
他
)
に

も
当
て
は
ま
る
、
の
で
あ
る
。

.
一
闇
.
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.
:
.
(
●
:
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.
゛
.
●
)
,
:
.
ー
:
:
 
t

-
ー

ま
た
、
体
内
の
す
べ
て
の
臓
器
の

集
積
で
あ
る
体
力
や
健
康
に
も
、
こ

の
原
則
は
あ
て
は
ま
り
、
全
身
も
使

わ
な
い
で
い
る
と
、
体
力
は
に
ぶ
り

健
康
度
は
低
下
す
る
。
三
日
も
山
の

温
泉
で
ノ
ン
ビ
リ
し
て
い
る
と
体
力

も
回
復
し
、
元
気
を
と
り
も
ど
せ
る

と
思
う
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
で
き
な

く
て
幸
い
な
の
だ
。
本
当
は
三
日
も

ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
と
何
を
す
る
の

も
郭
っ
く
う
に
な
り
>
何
か
す
る
と

す
ぐ
疲
れ
て
し
ま
っ
て
"
使
い
も

の
"
に
な
ら
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

。
老
化
は
脚
か
、
タ
と
い
っ
て
、

、

1踏
む
四
天
踏
ま
る
る
邪
鬼
と
汗
通
ふ

口
閉
、
づ
る
四
天
の
重
み
邪
鬼
の
汗

広
目
天
の
筆
の
し
づ
く
や
早
邪
鬼

く
ひ
し
ぱ
る
邪
鬼
に
扇
の
風
頒
つ

邪
鬼
の
眼
に
さ
ら
す
夏
ま
け
船
も
は
ゆ
し戒

壇
院
k
て

(

'
葺
▲
一
一

b

脚
が
衰
え
た
ら
、
も
う
あ
ま
り
長
く

は
な
い
の
だ
。
そ
れ
は
体
を
動
か
さ

な
い
で
い
る
と
、
脚
の
筋
肉
が
衰
え

全
身
の
筋
肉
も
萎
縮
を
お
こ
す
か
ら

で
あ
る
。
体
操
や
歩
く
こ
と
が
、
健

康
と
長
寿
の
秘
訣
で
あ
る
ゆ
え
ん
で

あ
る
。
脚
や
腰
の
運
動
は
、
筋
肉
を

強
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
全
身
、
こ

と
に
下
腹
部
の
血
行
を
良
く
し
、
心

臓
を
強
め
、
回
春
的
に
働
く
。
マ
ラ

ソ
ソ
(
走
る
)
や
ゴ
ル
フ
で
な
く
て

も
、
朝
の
散
歩
と
軽
い
体
操
(
三
1

五
分
)
を
毎
日
す
る
だ
け
で
も
効
果

は
あ
る
。
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山
中
三
木

「
労
傑
心
壽
奨
げ

ー
ご
利
用
を

{
、
'

労
災
保
険
や
失
業
保
険
の
手
統
き

が
わ
ず
ら
わ
し
い
と
思
っ
て
お
ら
れ

る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

当
所
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
業
主

の
方
に
代
わ
り
、
労
働
保
険
料
の
申

告
、
納
付
や
各
種
の
届
出
等
を
代
行

す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
「
労
働
保
険
事
務
組
合
」

で
す
。手

統
き
は
簡
単
、
あ
な
た
の
事
業

所
合
理
化
に
会
議
所
の
労
働
保
険
事

務
組
合
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

奈
良
県
信
用
保
証
協
会
で
は
本
年

の
年
末
特
別
融
資
保
証
の
取
扱
い
を

次
に
ょ
り
実
施
し
て
い
る
。

▽
申
込
受
付
期
問

昭
和
五
二
年
九
月
一
日
1
十
一
月

二
0
日

▽
申
込
資
格

県
内
に
お
い
て
住
所
居
所
又
は

事
業
所
を
肩
し
六
ケ
月
以
上
同
一

の
事
業
を
継
続
し
て
営
む
中
小
企

業
者

▽
資
金
使
途

事
業
上
の
運
転
資
金

年
末
特
別
融
資
保
証
ご
案
内

6

(

企
業
経
営
者
は

原
材
料
や
商
品
の
仕

入
れ
代
金
や
賃
金
を

一
円
で
も
安
く
、
売

り
値
を
一
円
で
も
高

く
す
る
の
に
懸
命
な

の
が
一
般
で
あ
る

だ
が
誰
も
が
考
え
る

」
と
を
や
っ
て
い
た
の
で
は
、
他
に

抜
き
ん
で
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
も

事
実
で
あ
ろ
う

そ
こ
で
、
逆
手
を
取
る
こ
と
を
老

え
て
み
て
は
ど
ぅ
だ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
同
業
間
で
の
相
場
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
単
位
当
り
に
、
仕
入
代
金
や

賃
金
は
一
円
高
く
支
払
、
売
り
値
は

一
円
安
く
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結

果
仕
入
れ
先
は
儲
け
さ
せ
て
く
れ

)
.
"
●
.
ー
.
、

(

▽
保
証
金
額

二
0
0
万
円
以
内

マ
保
証
期
間

六
力
月
以
内

マ
保
証
料

年
0
・
八
0
%

▽
保
証
条
件

保
証
人
二
名

(
必
要
の
場
合
担
保
要
)

詳
細
及
び
お
申
込
は
奈
良
県
信
用

保
証
協
会
(
奈
良
市
法
蓮
町
工
釜

ー
ニ
・
T
E
L
@
0
五
五
一
)
ま
で

る
お
得
意
だ
か
ら
と
よ
く
売
れ
る
が

品
薄
の
製
品
や
よ
い
製
品
を
優
先
的

に
廻
し
て
く
れ
、
従
業
員
と
て
他
の

企
業
へ
変
っ
た
ら
損
だ
か
ら
定
着
し

て
ょ
く
働
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う

さ
ら
に
、
お
客
は
こ
の
製
品
を
買

う
か
、
こ
の
店
で
買
う
と
自
分
が
徳

＼

逆
手
を
と
ろ
う

な
く
な
る
。
そ
こ
で
経
営
の
中
か
ら

そ
れ
を
補
て
ん
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
。
幸
か
不
幸
か
中
小
企
業
に

は
ま
だ
ま
だ
経
営
の
中
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
ロ
ス
が
あ
る
の
が
現
状
で
あ

ろ
う
。
こ
の
戸
ス
を
拾
い
だ
し
て
補

て
ん
の
資
金
に
あ
て
る
こ
と
を
考
え

る
わ
け
だ
が
、
も
し
戸
ス
、
か
五
円
あ

つ
た
と
す
れ
ば
、
う
ち
三
円
を
補
て

ん
の
資
金
と
し
、
残
に
二
円
は
利
益

に
加
え
て
も
一
向
差
支
え
な
い

相

手
の
ピ
ソ
は
ね
を
す
る
か
ら
敬
遠
さ

れ
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
戸
ス
の
発

堀
が
、
低
成
長
期
の
企
業
経
営
の
一

つ
の
ポ
イ
ソ
ト
で
は
な
い
だ
ろ
う

を
す
る
の
だ
か
ら
、
喜
ん
で
買
っ
て

く
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
い
う
こ
と
は

企
業
に
と
っ
て
最
も
望
ま
し
い
条
件

か
出
来
る
こ
と
に
な
る
筈
で
あ
る

し
か
し
、
単
位
当
り
三
円
の
損
と

な
っ
て
、
そ
う
で
な
く
て
も
小
ノ
な
い

利
益
の
確
保
が
ま
す
ま
す
お
ぽ
つ
か

南
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通
行
量
調
査

結
果
ま
と
ま
る

当
所
で
は
、
七
月
三
十
一
日
、
八
月
一
日
の
両
日
、
毎
年
継
統
し
て
調
査
し

て
い
る
各
商
店
街
の
通
行
量
調
査
を
実
施
し
た
。

同
調
査
は
、
各
商
店
街
の
通
行
量
の
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
に
ょ
り
今
後
の

商
店
街
の
あ
り
方
の
指
針
と
す
る
目
的
で
県
商
工
課
、
市
観
光
商
工
課
及
び
奈

良
商
業
高
等
学
校
の
協
力
を
得
て
実
施
し
元
も
の
で
中
学
生
以
上
の
男
女
(
自

転
車
を
含
む
)
を
調
査
対
象
と
し
、
十
六
地
点
で
方
向
別
・
時
間
別
に
蘭
し

た
、
の
で
あ
る
。

全
体
的
に
み
る
と
対
前
年
比
で
二

三
%
の
減
少
を
示
し
た
。

中
で
も
、
旧
市
役
所
周
辺
の
"
餅

飯
殿
"
,
下
御
門
"
"
西
寺
林
"
の

各
商
店
街
で
対
前
年
比
平
均
三

ハ
%
と
減
少
傾
向
を
示
し
た
こ
と
、

ま
た
昨
年
の
通
行
量
最
大
地
点
で
あ

つ
た
三
条
通
り
,
ダ
イ
エ
ー
前
"
が

対
前
年
比
両
日
(
日
曜
・
平
日
)
と

も
三
・
五
%
の
減
少
を
示
し
元
こ

と
が
目
立
つ
。

旧
市
役
所
周
辺
各
商
店
街
で
の
減

.

少
理
由
は
、
こ
の
二
月
に
市
役
所
が

移
転
し
た
こ
と
に
ょ
る
も
の
と
み
ら

れ
、
こ
れ
は
見
曜
日
に
減
少
傾
向
が

薯
し
い
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

一
方
、
三
条
通
り
,
ダ
イ
エ

前
'
が
両
日
と
も
大
き
く
減
少
し
た

理
由
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ダ
イ
エ

▽
日
曜
日
(
七
月
三
十
一
日
)

日
曜
日
の
通
行
量
の
最
大
地
点
は

東
向
商
店
街
"
旧
商
工
会
議
所
前
"

の
ニ
ニ
、
五
三
六
人
で
第
二
位
は
三

条
通
商
店
街
,
、
タ
イ
エ
ー
前
"
の
二

一
、
八
五
六
人
、
第
三
位
は
西
大
寺

東
商
店
街
"
大
和
銀
行
前
"
の
二

弌
一
五
一
人
、
第
四
位
は
小
西
通

商
店
街
,
た
か
ら
美
容
院
前
'
の
二

0
、
九
九
0
人
の
順
と
な
っ
て

る
。逆

に
最
少
の
地
点
は
西
寺
林
商
店

街
。
光
学
堂
北
側
七
一
、
八
ー
0
人

下
御
門
商
店
街
"
光
学
堂
前
仁
一
一
、

0
四
三
人
花
芝
商
店
街
,
タ
マ
ヤ

メ
ガ
ネ
店
前
七
か
三
、
三
五
一
人
で

あ
る
。

ー
の
商
圏
内
に
あ
っ
た
大
和
郡
山
市

に
大
型
ス
ー
パ
ー
が
進
出
し
た
こ
と

に
ょ
り
顧
客
の
流
れ
が
変
わ
っ
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

総
じ
て
今
回
の
通
行
量
調
査
か
ら

み
る
と
市
役
所
移
転
、
大
型
ス
】
.
ハ

1
進
出
等
商
業
環
境
の
変
化
要
因
に

大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
、
今
後
市
内
各
商
店
街
も
こ

の
よ
う
な
変
化
に
機
敏
に
対
応
す
る

た
め
、
店
舗
、
事
業
の
共
同
化
等
商

店
街
機
能
の
充
実
加
え
て
経
営
合

理
化
等
に
ょ
る
個
店
独
自
の
対
策
に

よ
り
顧
客
吸
引
力
の
向
上
に
努
め
る

こ
と
が
極
め
て
緊
要
な
課
題
と
思
わ

れ
る
。

【
地
点
別
通
行
量
】

地
点
別
(
十
六
地
点
)
に
み
た
主

な
通
行
量
は
次
の
と
船
り
で
あ
る
。

゛
、
,
'

▽
平
日
(
月
曜
日
・
八
月
一
日
)

平
日
の
通
行
量
の
最
大
の
地
点
は

小
西
通
商
店
街
,
た
か
ら
美
容
院

前
、
の
二
0
、
四
0
二
人
、
第
一
一
位

は
三
条
通
商
店
街
,
、
タ
イ
エ
ー
前
'

の
一
七
、
三
三
人
、
第
三
位
は
東

向
商
店
街
,
旧
商
工
会
議
所
前
"
一

七
、
二
七
0
人
、
第
四
位
は
西
大
寺

東
商
店
街
,
大
和
銀
行
前
"
の
一

五
、
五
一
七
人
と
な
っ
て
い
る
。

逆
に
最
小
の
地
点
は
西
寺
林
商
店

"
光
学
堂
北
側
"
ニ
、
五
三
二
人

下
御
門
商
店
街
,
光
学
堂
前
七
一
、

六
六
五
人
花
芝
商
店
街
"
タ
マ
ヤ

メ
ガ
ネ
店
前
乞
二
、
九
二
九
人
で
あ

る
。

貸
付
金
の
返
済
猶
予
な
ど

.

緊
急
不
況
対
策
決
ま
る

自
民
党
は
先
ほ
ど
の
政
審
総
務

会
で
中
小
企
業
と
繊
維
産
業
に
つ
い

て
の
緊
急
不
況
対
策
を
決
定
近
く

実
施
に
移
す
意
向
で
あ
る
。

こ
う
し
た
抜
本
的
な
不
況
対
策
を

打
ち
出
し
た
の
は
長
期
に
わ
た
る
景

気
停
滞
に
ょ
り
、
当
面
の
金
融
対
策

で
は
こ
の
不
況
を
克
服
で
き
ず
、
構

造
改
善
を
も
含
め
た
抜
本
的
な
施
策

が
必
要
と
判
断
し
九
た
め
と
み
ら
れ

る
。な

お
、
実
施
さ
れ
る
不
況
対
策
の

う
ち
、
先
般
県
商
工
会
議
所
連
合

会
名
で
政
府
、
日
商
等
関
係
官
庁
に

要
望
し
た
三
つ
の
事
項
に
つ
き
実
現

に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

中
小
企
業
緊
急
不
況
対
策
は
全
部

ι

ノ
゛

◆

こ
存
じ
で
す
か
?
間
接
税

一
本

ビ
ー
レ

税
金
と
い
う
と
、
所
得
税
や
相
統
税
な
ど
が
頭
に
浮
ぴ
立
す
が
、
こ
の
よ
う

な
直
接
税
の
ほ
か
に
酒
や
品
物
に
か
か
る
間
接
税
も
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に

深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
身
近
な
税
金
で
す
。

間
接
税
は
、
最
終
的
に
は
品
物
を
買
っ
た
消
費
者
の
負
担
と
な
る
も
の
で
す

か
、
品
物
の
価
格
の
な
か
に
そ
の
税
金
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
ん
な
品

゛
ユ
、

物
に
ど
の
く
ら
い
税
金
が
か
か
っ
て
い
る
か
知
ら
な
い
方
も
案
外
お
ら
れ
る
よ

う
で
す
。
そ
こ
で
問
接
税
の
な
か
の
主
な
も
の
で
あ
る
酒
税
と
物
品
税
に
か
か

る
税
金
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

▽
酒
税

酒
税
は
、
清
酒
、
ビ
ー
ル
、
ウ
ィ

ス
キ
ー
な
ど
の
酒
類
に
か
か
る
税
金

で
す
。
税
雫
酒
類
と
は
、
ア
ル
=

ー
ル
分
一
度
以
上
の
飲
料
を
い
い
、

清
酒
、
△
重
伯
迺
焼
酎
み
り
ん

ビ
ー
ル
、
果
実
酒
煩
ウ
ィ
ス
キ
ー

類
、
ス
ピ
リ
ッ
ツ
類
、
り
キ
ユ
ー
ル

類
、
雑
酒
の
十
種
頚
に
分
付
ら
れ
て

い
ま
す
。

税
率
は
、
酒
類
の
種
類
(
品
目
)

級
別
な
ど
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
主
な
酒
類
に
つ
い
て
み
る

と
汰
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

マ
清
酒
特
級
(
一
・
八
ι
)

小
売
一
、
九
0
0
円
(
六
一
入
円
)

マ
清
酒
一
級
つ
)

小
売
一
、
四
三
0
円
(
一
壬
ハ
一
円
)

▽
ビ
】
ル
(
大
ビ
ン
)

小
売
一
九
五
円
(
八
二
円
)

マ
ウ
ィ
ス
キ
ー
特
級
(
七
六
0
配
)

行
,

で
九
項
目
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、

主
な
項
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
政
府
系
金
融
機
関
及
ぴ
中
小
企

業
振
興
事
業
団
の
既
借
付
金
に
つ

い
て
、
弾
力
的
に
返
済
猶
予
措
置

を
講
ず
る
。

一
、
中
小
企
業
連
鎖
倒
産
防
止
共
済

制
度
(
仮
称
)
の
創
設
に
努
め
る
。

三
、
構
造
不
況
業
種
に
対
し
、
信
用

補
完
、
雇
用
対
策
な
ど
の
特
別
措

置
を
活
用
す
る
と
と
、
に
、
金
融

の
円
滑
化
に
努
め
る
。

四
中
小
企
業
の
経
営
安
定
の
た
め

新
期
に
国
及
び
都
道
府
県
が
き
ょ

出
し
た
資
金
を
元
に
、
長
期
低
利

の
貸
付
け
制
度
創
設
を
検
討
す

る
。

(

、

萬

)
)

泉
町
小
森
和
南
大
区

イ

(
ヒ

28
円

信
近

第
二
種
の
物
品
に
は
、
ゴ
ル
フ
用

具
、
乗
用
冉
動
車
、
ル
ー
ム
ク
ー
ラ

テ
レ
ビ
、
ス
テ
レ
オ
な
ど
が
あ

、
り
、
こ
れ
ら
の
物
品
が
製
造
場
か
ら

出
荷
さ
れ
る
と
き
に
、
そ
の
出
荷
価

格
に
一
定
の
税
率
を
か
け
た
物
品
税

が
力
力
り
ま
す

税
率
は
物
品
の
種
類
品
目
に
応

じ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
主
な

物
品
の
税
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
第
一
種
の
物
品

0
貴
石
、
貴
金
属
製
品
、
真
珠
毛

皮
製
品
・
:
・
・
・
一
五
%

0
じ
ゅ
う
た
ん
・
・
・
・
・
・
-
 
0
グ
ψ

▽
第
二
種
の
物
品

0
ゴ
ル
フ
用
具
・
大
型
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
・
^
^
ヨ
ッ
ト
・
:
:
・
^
一
^
^
^
^

0
普
通
乗
用
自
動
車
・
ル
ー
ム
ク
ー

ラ
ー
、
大
型
テ
レ
ビ
・
大
型
電
気

冷
蔵
庫
・
ベ
ッ
ド
・
ラ
イ
タ
ー

δ
%

.

小
売
二
、
二
0
0
円
(
九
二
四
円
)

▽
ウ
ィ
ス
キ
ー
一
級
(
七
二
0
配
)

小
売
一
、
二
0
0
円
(
四
一
一
丙
)

(
)
内
税
額

@
小
売
価
格
は
銘
柄
に
ょ
り
異
な

り
ま
す
。

▽
物
品
税

物
品
税
は
、
宝
石
麺
貴
金
属
製

フ
用
具
・
自
動
車

゛

ム
ク
ー
ラ
ー
な
ど
、
比
較
的
ぜ
い
九

く
な
装
飾
品
や
誤
楽
用
品
な
ど
に
か

か
る
税
金
で
す
。

物
品
税
が
課
税
さ
れ
る
品
物
は
、

取
引
の
実
態
な
ど
に
ょ
り
、
第
一
種

と
第
二
種
と
に
分
け
ら
れ
て
い
ま

す
。第

一
種
の
物
品
に
は
、
宝
石
麺

貴
金
属
製
品
、
真
珠
製
品
、
毛
皮
製

品
じ
ゅ
う
た
ん
な
ど
が
あ
り
小
売

価
格
に
一
定
の
税
率
を
か
け
た
物
品

税
が
小
売
の
段
階
で
か
か
り
ま
す
。
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奈
大
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店
店

本
支

、
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0
小
型
乗
用
自
動
車
・
小
型
電
気
冷

蔵
庫
・
小
型
テ
レ
ビ
・
カ
メ
ラ

ピ
ア
ノ
・
ス
テ
レ
オ
・
石
油
ス
ト

ー
、
フ
・
・
・
・
・
・
^
^
^

0
時
計
・
香
水
・
・
・
・
・
・
-
 
0
グ
φ

0
口
紅
・
化
粧
水
・
コ
ー
ヒ
ー
・
コ

コ
ア
・
^
^
^
^
:
:
:
^
^
^

物
品
税
は
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の

品
物
に
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
国
民

の
消
費
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
も

考
慮
し
て
、
一
定
金
額
ま
で
の
、
の

に
は
課
税
し
な
い
と
い
う
免
税
点
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ぱ
、
貴
金

属
製
品
は
二
五
0
0
0
円
(
小
売
価

格
)
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
-
 
0
二
0

0
円
(
出
荷
価
格
)
未
肖
も
の
に

は
、

物
品
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ピ
ア
ノ
な
ど
を

教
育
用
や
心
身
障
害
者
の
保
護
施
設

な
ど
で
使
う
場
合
に
は
、
物
品
税
が

免
除
さ
れ
庄
す
。
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0
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、
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イ
'
ノ
一
二
▲
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-
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i
,
宮
゛
,
'

一
蚤
の
質
お
X

,

.ま
ぽ
ろ
し
の
鯉
を
養
殖

阪
奈
金
魚
園

.

.

.

.

.

.

阪
奈
道
路
沿
い
で
、
金
魚
・
鯉
の

養
殖
を
手
が
け
る
阪
奈
金
魚
園
(
代

0

表
者
1
南
田
博
さ
ん
)

こ
こ
で
、
全
国
で
も
唯
一
種
と
言

わ
れ
る
ま
ぽ
ろ
し
の
鯉
・
別
名
『
力

ラ
ス
鯉
』
〔
写
真
〕
と
呼
ぱ
れ
る
珍

種
を
扱
っ
て
い
る
。

こ
の
鯉
・
そ
の
名
の
示
す
と
兆
り

全
体
が
カ
ラ
ス
の
よ
う
に
真
っ
黒
。

南
田
さ
ん
が
交
配
に
交
配
を
重
ね
三

年
余
を
費
や
し
た
末
、
養
殖
に
成
功

し
た
力
作
で
あ
る
。

水
そ
う
を
泳
ぎ
回
る
流
麗
な
姿
は

愛
好
者
の
な
か
で
も
話
題
を
呼
び
そ

う
で
あ
る
。

〔
メ
モ
〕
所
在
地
・
奈
良
市
学
園
大

和
町
二
ー
ニ
五
五
・
T
E
L
・
⑮
七

一
四

J
、

゛
.
"
.

小
ケ
、
翆
「
.
、
」
、
L
一
ウ
,
,
0
窒
、
十
、
、
一
'
ト
【
r
c
o
o
、
、
0
0
0
0
ヰ

:
.
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乢
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゛
.
心
.
゛
:
・
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゛
.
゛
:
.
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ト
゛
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ウ
J
O
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゛
0
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0
き
0
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゛
^
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栄相
市下
大安寺
桜井・

互銀



鵠
近
畿
相
互
銀
行
奈
良
支
店

店
舗
移
転

腸
近
畿
相
互
銀
行
奈
良
支
店
(
笠

原
保
雄
支
店
長
)
で
は
、
こ
の
ほ
ど

店
舗
拡
張
の
九
め
、
松
田
ビ
ル
一
 
F

(
奈
良
市
三
条
町
四
七
五
)
に
移
転

し
た
。

ー
ー
.
ー
゛
¥
・
珍
,
J
.
;
゛
ζ
、

、
一
淡
^
一
一
一
、
一
、
^
一
一
一
^
^
一
^
幾
一

^
・
馨
キ
"
父
誇
.
り
三
・
ジ
赫
^
・
ー
^
・
猿

,
:
'
.
●
■
:
.
■
■
:
'
,
.
ー
.
■
■
.
'
冒
'
'

、
ー
'
1
ι
'
'
$
'
ー

▽
住
所
変
更

土
地
家
屋
調
査
士

事
務
所

山
根

新
奈
良
市
紀
寺
町
八
二
六

(
至
誠
会
館
内
)

旧
奈
良
市
高
畑
町
七
九
二

大
真
建
設

奈
良
市
神
功
町
三
1
Ξ
 
1

三

旧
奈
良
市
三
条
桧
町
四
一
四

新
T
E
L
⑳
三
三
三

▽
代
表
者
変
更

暢
今
西
清
兵
衛
商
店

今
西
清
悟

旧
今
西
清
兵
衛

新
会
員
紹
介

▽
柳
生
栄
す
し
・
小
西
通
夫
・
柳
生

町
-
0
六
1
三
・
寿
司
・
大
柳
生
④

0
0
二

▽
井
ノ
上
酒
店
・
井
ノ
上
章
・
阪

原
町
工
四
七
・
酒
類
販
・
大
柳
生

③
0
二
0
七

▽
奈
良
キ
ャ
プ
レ
タ
ー
エ
業
・
堀

賢
治
・
学
園
大
和
町
三
1
 
-
・
キ
ャ

ブ
レ
タ
ー
修
販
・
⑮
四
六
六
一

▽
立
花
鉄
工
所
・
立
花
巌
・
北
半

田
東
町
八
・
鉄
工
業
・
⑳
ニ
ハ
ニ
0

▽
疋
田
自
転
車
店
・
疋
田
朝
次
・
般

若
寺
町
二
三
七
・
自
転
車
修
販
・
⑳

九
八
九
八

▽
学
園
前
電
気
商
会
・
染
川
貞
実
・

学
園
前
北
二
1
五
1
-
・
家
電
販
電

気
工
事
・
⑮
四
0
六
五

▽
喫
茶
り
ツ
チ
・
渡
辺
一
夫
・
学
園

北
二
1
五
・
喫
茶
・
@
三
九
六
三

▽
バ
ン
ビ
玩
具
店
・
大
塚
好
・
学

園
北
-
 
1
 
-
五
・
玩
具
販
・
@
一
五

六
八

▽
ボ
ビ
ー
・
庄
司
吉
彦
・
学
園
北
一

1
-
五
1
二
六
・
衣
料
(
婦
人
下
着
)

⑯
三
八
六
九

▽
オ
ク
ム
ラ
書
店
・
奥
村
義
雄
・
学

園
北
-
 
1
 
三
 
1
 
-
五
・
書
籍
販
・

⑮
七
八
六
八

マ
富
士
カ
メ
ラ
・
滝
本
明
・
学
園

-
ー
エ
ー
一
五
・
カ
メ
ラ
写
真

材
料
販
・
⑮
0
五
九
一

▽
宮
本
雷
気
商
会
・
宮
本
和
雄
・
南

京
終
町
四
1
三
三
七
1
四
・
家
電
販

電
気
工
事
・
@
0
六
六
五

マ
鮮
魚
公
帆
・
外
池
靖
雄
・
山
陵
町

四
-
ー
ニ
0
四
・
鮮
魚
卸
・
⑪
0
七

二
▽
乾
隆
・
中
山
忠
之
・
学
園
大
和

ニ
ー
ニ
五
・
美
術
工
芸
品
卸
・
⑮

八
四
九
三

▽
荻
田
呉
服
店
・
荻
田
稔
・
柳
生

町
八
三
1
-
・
呉
服
販
・
大
柳
生
④

0
三
五
0

▽
辻
肥
料
店
・
辻
和
夫
・
水
間
町

肥
料
販
・
@
0
0
二
0

▽
鵠
ニ
ッ
セ
ン
奈
良
営
業
所
・
森
崎

三
・
芝
辻
町
八
五
の
-
 
0
 
(
自
民

党
会
館
)
・
呉
服
販
・
⑳
八
一
六
二

▽
古
都
園
・
今
井
紀
美
子
・
三
条
通

ニ
ー
四
七
一
・
名
産
品
販
・
⑳
ハ
ハ

二
マ
西
元
荒
物
店
・
西
元
圭
壱
・
二
名

二
六
ハ
ハ
・
荒
物
販
・
⑮
0
三
四

5

子

販
・
@
0
0
六
九

▽
清
水
毛
糸
店
・
清
水
み
さ
よ
・
尼

ケ
辻
町
一
七
-
1
-
・
毛
糸
販
・
@

八
七
九
七

▽
マ
ー
シ
ャ
ル
・
園
田
美
鶴
・
花
芝

町
二
0
・
民
芸
品
ア
ク
セ
サ
リ
ー
販

・
⑳
八
0
-
八

マ
マ
ス
ダ
洋
品
店
・
増
田
利
孝
・
学

園
北
-
1
九
1
-
・
洋
品
雑
貨
販
・

@
0
六
七
三

三
三

▽
ヤ
マ
ハ
発
動
機
鵠
奈
良
営
業
所
・

川
島
久
雄
・
南
京
終
町
三
1
-
五
三

0
-
ハ
・
オ
ー
ト
バ
イ
卸
販
・
@
一

0
三

▽
雪
印
牛
乳
奈
良
販
売
所
・
大
久
保

堅
五
口
・
東
紀
寺
町
二
ー
-
 
0
-
ハ
・

牛
乳
販
・
⑳
三
二
五
五

▽
珠
宝
・
山
村
万
治
・
杉
ケ
町
一

-
1
 
三
・
宝
石
貴
金
属
販
・
⑳
八

ハ
ハ
九

▽
竹
林
会
計
事
務
所
・
竹
林
日
出
男

法
蓮
町
七
二
五
・
税
埋
士
・
⑳
四
一

▽
鵠
ジ
ョ
イ
ン
ト
ア
ー
ツ
・
植
野
正

昭
・
秋
篠
三
和
町
二
1
三
1
五
・
催

物
企
画
発
・
@
六
三
0
八

マ
御
大
西
運
輸
・
大
西
芳
則
・
南
京

終
町
-
 
1
七
三
・
運
送
業
・
@
二
九

九
ブ

▽
大
入
米
酒
店
・
入
田
文
夫
・
学
園

北
-
 
1
 
-
四
1
 
三
・
米
穀
調
跨

販
・
@
五
六
八
七

マ
勝
間
鉄
工
所
・
勝
問
和
男
・
肘
塚

南
方
町
一
五
六
ー
ハ
・
鉄
1
業
・
⑳

七
二
0
八

▽
ま
つ
や
・
松
田
昭
夫
・
西
登
美
ケ

丘
-
1
四
ー
ハ
・
文
具
事
務
品
販
・

@
三
一
三
二

▽
オ
オ
ニ
シ
酒
綜
合
食
料
品
店
・
大

西
勝
平
・
登
美
ケ
丘
三
1
三
下
七

食
料
品
販
・
⑮
四
六
二
六

マ
側
野
村
呼
文
堂
・
野
村
春
男
・
中

登
美
ケ
丘
-
1
-
九
九
四
1
三
(
D

七
1
,
六
)
・
書
籍
販
・
@
三
五

五▽
閥
マ
ル
ヒ
ラ
・
福
村
芳
啼
・
西
登

美
ケ
丘
二
ー
ニ
ー
一
四
・
酒
頚
食

料
品
販
・
⑮
七
八
三
五

マ
タ
カ
ラ
ブ
ネ
・
本
田
浩
章
・
学
園

北
-
ー
ニ
ー
一
五
・
菓
子
販
・
⑮

▽
山
中
衣
料
・
山
中
か
る
子
・
大
安

寺
町
八
0
二
1
五
・
衣
料
手
芸
用
品

▽
寿
L
常
・
岡
崎
惣
一
・
学
園
北
一

1
九
1
-
・
寿
司
・
⑮
四
七
九
四

マ
理
容
ス
ワ
ン
・
赤
野
昭
・
学
園

前
北
-
1
-
1
九
・
理
容
・
⑮
0
六

六
四

▽
森
本
鉄
工
所
,
森
本
稔
・
南
京

終
町
三
1
四
六
二
・
鉄
工
業
・
@
0

七
五
七

マ
堀
田
印
刷
所
・
堀
田
乙
二
郎
・
東

九
条
町
五
四
五
・
活
版
印
刷
・
@
0

(

の
う

も
よ

の
し

な
ま

ん

し
み
使

店
夫

支

イ

無
有
有
有
無

0
六
三
九

▽
朗
ナ
カ
ニ
シ
・
中
西
善
介
・
中
登

美
ケ
丘
-
ー
-
九
九
四
1
三
(
D
 
-

九
1
-
)
・
酒
類
食
欝
販
・
@
ニ

一
五
0

マ
亜
奈
・
安
倍
克
有
・
学
園
北
-
ー

一
六
1
四
・
内
外
国
装
飾
工
芸
品
販

・
⑬
二
六
八
0

▽
昌
利
朗
・
幸
長
忠
男
・
中
登
美
ケ

丘
-
 
1
 
-
九
九
四
1
三
(
D
 
一
七
1

三
)
・
薬
品
化
粧
品
販
・
@
0
五
五

▽
瀬
戸
酒
店
・
瀬
戸
和
文
・
三
条
桧

町
六
二
六
1
四
・
酒
類
販
・
@
四
六

八
一▽

西
田
米
穀
店
・
中
川
吉
弘
・
右
京

-
 
1
三
1
 
三
一
・
米
穀
販
・
⑳
一

0
二
七

▽
喫
茶
と
み
や
・
松
下
登
美
子
・
富

雄
本
町
-
ー
ニ
六
九
-
ー
ニ
・
喫
茶

⑮
四
四
三
八

▽
奈
良
車
輔
側
・
松
川
公
明
・
古
市

町
三
西
0
1
-
・
重
機
建
機
整
備

販
・
@
0
-
0
-

マ
三
陽
衣
料
・
東
村
静
子
・
東
笹
鉾

町
六
八
・
衣
料
販
・
⑳
九
九
六
三

▽
う
越
源
・
中
野
美
・
二
名
町
二

六
五
二
1
七
・
飲
食
・
⑮
0
 
三
西

マ
レ
ス
ト
ラ
ン
パ
ー
ラ
ー
高
山
・
田

中
真
也
・
学
園
北
-
 
1
-
(
和
光
ビ

ル
内
)
・
喫
茶
茶
道
具
販
・
⑬
ニ
ニ

一
五

マ
神
箸
彫
刻
一
刀
彫
研
究
所
・
神
箸

勝
・
北
袋
町
一
七
・
一
刀
彫
・
⑳
0

四
0
六

▽
和
晃
商
事
・
杉
本
政
春
・
中
町
四

九
九
一
〒
不
動
産
業
・
@
六
一
三

▽
富
雄
住
研
・
福
川
良
一
・
三
碓
町

-
0
六
-
ー
-
・
不
動
産
業
・
@
ニ

有
有
無
無
有

式
こ
1

01

1

0

(

11

験

⑳
日
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第109号(第三種郵便物認可)
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お問い合せは・ー・
奈良公共職業安定所

職業紹介係まで
I TEL ⑳5564 1
巨^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

性別 NO.

鋳物工

種年齢経

.'、ー゛.',ι1、,y'ゞ、」..、.゛七,、、.斗.,,'.・.÷く、オ' H・句、.、: 1 %ゞ門.゛」゛、、 6.、:..り"、..六ゞ.',.、,'. X .

11求職者Ⅷ.;1達隱

経理事務

奈良会議所ニュース

38 鋳物工約5年

29 タ'ソボーノレ製造
約10年

42

薬剤師

経理・一般事務
約23年

37

経理事務員

手取賃金
(月収)

本

営9・タクシー運
転7・商品管理4

25

毛筆筆耕

士質・地質関係
調査設計 7.2年

]40,000円

150,000円

200,000円

150,000円

130,000円

24

人

写図工

34

住所勤務時間 鳥リ■熊(休日)

昭和52年10月10日(毎月1回10日発行)

集金人

の

8.00~5.00
(日曜)

28

希

8.00~5.00
(日曜)

21

2.3年

8.00~5.00
(日曜)

56

望

14年

奈良市
通

大阪奈良
通

奈良市
通

100,000円

100,000円

75,000円

85,000円

100,000円

8.00~5.00
(日曜)
8.00~5.00
(日曜)

不問

不問

不問

8年

奈良大阪
通

奈良市

奈良市

生駒市

奈良市

奈良市

配偶者
の有無

奈良大阪
通住

不問

奈良市
通

奈良市
通

奈良市
通

奈良市
通

奈良市
通

第109号掲載分

学歴・資格

不問

中卒自動二輪

不問

不問

不問

不問

不問

中卒
普通自動車免許

奈良市

奈良市

奈良市

奈良市

奈良市

商業高卒
珠算3級簿記2級
商業高卒
大型二種運転免許
局卒甲種火薬取扱毒
物劇物取扱普自免許

第109号(第三種郵便物認可)

経営の合理化に

大卒薬剤師・衛
生検査技師
高卒普通自動車
(決算まで可)

トヨタの力

短大卒

児づきわずかなりース料てトヨタの新車が
利用てきます。お気軽にご相談ください。

高卒(工業高校)
普通自動車

工蹴粉卵鳳トヨリレユqリース奈良噐長す2223

女学校

気尼マ
エケ鵠
事辻朝
・町日
⑳甲電
ノ＼ノ＼匁
三四商
七五会

肩3

博
販 ^
肩手

リ

奈良会議所ニュース

車のご用、うけ九まわります
トヨタのビジネスレンタ

必要なとき、必要な場所て、必要な車
ご利用いナこだけます。お気軽にお電話

昭和52年10月10日(毎月1回10日発行)

ー^^

ノ~

、,●■直■^^●巨●●^^■匡旦耳^^冨,■●^^旦旦●旦^^厘'■直^^●●●旦^^冒■電,^^●置胴■^^'巨冨旦^^●

ご自身の巣をもつということは・・・・

、必要な時間だけ
ださい。

フレストランノ、

C.ぞ二、《"
営業時間 9:00~22:00
(パプタイム 1?;00~22:0の

¥^.■.●^^●置冒■^^,■■●^^畢■冒冒^^■冨■■^^■直旦冒^^.冒■■^^.■.匡^^■■.■^^...'^晶

ボトルキープ

ニッカG&G 3,000円
スーバーニッカ4,000円
キングジョージ4,500円

カ(株)奈良
支店長立花和

奈良商工会議所会館地階

関西電

電気

大切
ース


